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１ 背景、目的

イチジクは雌性雌雄異株で、雌株（フィッグ型）と雄株（カプリフィッグ型）の

２つの性表現を持つ果樹です（図１ 。雌株と雄株の交配で得られた実生は雌株と）

雄株の比率は１：１となるか、またはすべては雄株になります。ところが食べるこ

とのできる果実は雌株だけなので、効率的に品種開発を行うにはより多くの雌株を

選抜ほ場に植える必要があります。しかし、イチジクは樹の外観で雌雄判別を行う

ことは不可能で、結実した果実を採取し果実内部に着いた小花の形態を観察する必

要があります。

そこで イチジク実生を幼苗期に ＤＮＡマーカーを用いて雌雄判別する技術(図、 、

２）を開発しました。

２ 成果の内容、特徴

（１）雌雄判別マーカーは、イチジクの雄性と関連するＲＡＰＤマーカーを見出し、

塩基配列を決定することで開発したＳＴＳマーカーです。

（２）葉から抽出したＤＮＡと雌雄判別マーカーの塩基配列を基に合成した２種類の

プライマーを用いてＰＣＲ反応を行い、電気泳動における雌雄判別マーカーの有

無でほぼ１００％の雌雄判別を行うことができます。

（３）開発したイチジクの雌雄判別技術を利用することにより、９６個体の実生の場

合、約８時間でＤＮＡ抽出から雌雄判別まで行うことができます。
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３ 主要なデータなど

図１ イチジクの果実

注）左：雌株、右：雄株

イチジクの幼苗と葉の採取 ＤＮＡの抽出
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図２ イチジクの雌雄判別技術


